




The Study Aptitude of Dust and Natural Relation of 
Operation Ef五ciencyin the Working Conditions. 
(1st Report) 
Ichibei KUDO， Hideharu IDE 
This is a study of“DUST" as working conditions. 
In respect of obstruction to production by dust， itshall primarily be taken up inactive 
humor of workers. 






























〔明T.L.Faith， Air Palltion Control. By John Willy 




















































































































(1) 三浦豊彦，粉じん測定法，労研出版部招32.p. 81 
(2) 三浦博士の測定法を基iこして粉じんの測定を行っ
た.
(3) 測定時最高960個/cm3測定時最低440個/cm3
(4) 乙こでは主にフェノーJレ樹脂が測定された.
(5) 2ヶ月間測定回数4回の平均値である.
(6) 測定と同時に作業員に対し，現在の粉じんを感じ
るか否かの口述調査を行った.
(7) (6)に対して感じると答えた造粒工程の作業員に対
して，どのように感じるかの口述調査である. (作業員
2名)
(8) 暗視野顕微鏡にて微小粉じんの完全計測は不可能
である.この場合， 200倍~800倍までの範囲で確認でき
なかった粉じんはないものとした.
lY 作業環境の着浄化対策
プラスチック成形工程内l乙浮遊する粉じんは造粒工程
のタプレットマシンから発じんするフェノール樹脂が主
である.
特に第一成形工程では，成形機とタブレットマシンが
直列状態に配置されているので測定した粉じんはフェノ
ール樹脂がおおい. Fig.2はフフェノール樹脂の拡大
であり， Fig.3は，プラスチックの粉じんである.
Fig.2 顕微鏡下のフェノール粉じん
Fig.3 加工されたプラスチックの粉じん
同工程の作業環境の清浄化としては造粒工程(7)を移動
して別個に設ければ，粉じんに対する作業環境の清浄化
は可能である.
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以上，特l乙造粒工程での浮遊するフェノール樹脂の粉
じんが工程の作業環境を阻害していることが礁になっ
た園
今後の問題としては，積算方法による降下量の測定お
よび単位時間内の降下量を測定して客観的な立場より考
察を進めると共に， 粉じんが与える生産の阻害につい
て， ビデオテープコーダーおよび写真撮影による動作分
析を行い，粉じんと作業能率の相関について考察をすす
めたいと考えている.
最后にこの調査に御協力いただいた日東工業株式会社
に深謝すると共に， 日頃御援助いたfごいた応用化学浅田
教授に対し厚くお礼申し上げる次第である.
